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1 本書 |よ 平成45年度に実施された史跡谷戸城跡の環境

整備事業に伴う発掘調査の概報である。

2 本調査 |よ 文化庁及び山梨県の補助金を受けて大泉村

教育委員会が実施した。

3 本調査の期 Poliよ 平成45年 40月 45日 ～平成46年 2月 27

日までで、調査面積 |よ 240rを 瀾」る。

4 本書の編集 |よ 渡邊が行った。執筆は第 4 2章 を波

邊が、その他 |よ文頭に記した。

5 発掘調査及び本書の作成に当たって|よ 次の諸氏・諸

機関のご↓旨導、ご協力を賜った。記して謝意を表したい①

秋山 敬 、出月洋文 、小野正文 、十菱駿武 、谷□―夫、

田畑貞寿、新津 健、萩原三雄、本中 員、八巻興志夫、

古岡弘樹 (五十音順、敬称略)

文化庁 、山梨県教育委員会学術文化財課 、山梨県埋蔵

文化財センター

6 本調査の諸記録 、出土品 |よ 全て大泉村歴史民俗資料

館に保管してある。
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J≦ 爾 T 球 の腰
平成45年度 |よ 、史跡谷戸城跡保存整備事業に伴う発掘調査が 6年目に当たり、5年計画で進められる整備

工事の 3年目となる。発掘調査は遺構の規模を把握することに主眼を置いたため、地中探査レーダー調査で

遺構の存在が推定された―の郭虎□周辺、昨年度の調査で空堀を確認した北斜面に範囲を絞って調査を行っ

た。発掘によって出土した渓化材|よ 、科学分析により城跡の年代を特定する資料としている。整備工事は南

斜面と五の郭を対象として、保護盛土 ・排水工を行った。

埋蔵文化財緊急発掘調査事業としては史跡範囲確認のため指定地周辺の発掘調査を実施したほか、同じ目

的で城跡北東の田地を地中探査レーダーにより調査した。

普及渚動として社会教育事業のなかでの歴史講座の開催、広報誌上での F甦る谷戸城財』と題した連載を

行なった。

また、新たに谷戸城のガイダンス施設建設に着手したため、これまでの記念物保存修理事業 (一般整備事

業)に加えて史跡等総合整備活用推進事業 (特別事業)を導入することとなった。

宝跡谷戸婉跡調査保存整備委員会抄録

平成45年度に|よ 、史跡谷戸城跡調査保存整備委員会を 2回 、同専問委員会を 4□開催した。

平成45年 5月 19日  第17固史跡谷戸城跡調査保存整備委員会

平成44年度事業の報告、45年度の発掘調査計画と整備工事計画の説明、土塁の整備方法、ガイダンス施設、

見学路について検討

平成45年 5月 49日  平成45年度第 4回専問委員会

45年度の発掘調査計画、整備工事 (郭内の表土面の仕上げ)、 年次整備計画の見直しについて検討、ガイダ

ンス施設、史跡の二次指定について確認

平成45年 7月 44日 平成45年度第 2□専門委員会

ガイダンス施設 (事業費、建設スケジュール、規模、展示内容)について検討

平成45年 8月 26日 平成45年度第 3固専門委員会

ガイダンス施設 (計画変更、機能、展示内容)、 整備工事 (土層断面の剥ぎ取り、遺構整備)について検討

平成45年 42月 9日  第48□史跡谷戸城跡調査保存整備委員会

発掘調査の途中経過の報告、ガイダンス施設 (施設名称、銅像、展示内容、館内の部屋の配置、収蔵庫)

について検討

平成45年 42月 9日  平成45年度第 4回専P∃委員会

ガイダンス施設 (銅像、収蔵庫、館内の部屋の配置、展示の流れと詳細な内容)について検討



第 2図 平成15年度整備工事範囲

第 3図 南斜面整備工事断面模式図

平成 15年度整備工事

今年度は南斜面及び五の郭を整備対象とした (第 2図 )。 主な工事は保護盛土と排水工である。

谷戸城内の導線として、北から城に入り、西～南西斜面の帯郭を南へ進んで二の郭南倒虎□から二の郭ヘ

進入するというルートが想定できる。南斜面は虎□から入るときの正面となるほか、北側がなだらかで南側

は急斜面という山の形なので、山を見たとき最も日立つのが南斜面であることから整備が必要と考えた。

盛土|よ工事範囲全体を対象とし、4 0cmの厚さで行った (第 3図 )。 工事範囲のうち、五の郭を除いた部分



が全て斜面なので、杉仮による土留め柵を設置しながら盛土した。杉板は幅 9 Cmの ものを使用し、4.5～ 2

mの間隔で柵を設けた。雨水により4FDの下から上が流失するのを防ぐため、その部分に砕石を入れている。

盛土上は芝で被って仕上げとした。

排水路 |よ既存の遊歩道の下に設置した。遊歩道には20cmの厚さで砕石が敷かれており、この上面から30cm

の深さまで掘肖」した。砕石を除くと40cmの深さの掘削となり、この深さでは遺構面に影響しない。

ガイダンス施設建設工事

谷戸城のガイダンス施設について|よ 、これまでもその必要性が指摘されてきたが、用地確保の問題や同じ

大泉村内にある史跡金生遺跡のガイダンスを兼ねる大泉村歴史民俗資料館との整合性について整理できてい

ない部分もあり、事業の実施は見送られてきた。しかし、平成44年になって用地の確保に目途がたったこと

で、ガイダンス建設を含めた特別事業の導入が検討されるようになり、14年度中に用地を確保できたことで

ガイダンス施設建設が現実的なものとなった。

今年度に入り約400下 のガイダンス施設の検討を始めたが、町村合併に伴って村内施設の建設計画を検討

する中で、中央公民館とそれに併設する既存資料館を取り壊し、新たに市民センターを建設する計画が浮上

した。これを受けて既存資料館で担っていた金生遺跡のガイダンス機能、村内埋蔵文化財の収蔵・展示、調

査・研究の機能を谷戸城ガイダンス施設に合わせることとなり、2階建て、延べ床面積4,234下 の規模に建

物を拡大することとなった。文化庁との協議により、今年度だけ記念物保存修理事業 (一般整備事業)のほ

かに史跡等総合整備活用推進事業 (特別事業)を導入することが認められた。今年度の事業内容|よ 、建築設

計と建物の基礎工事までである。建物の概要は次のとおりである (第 4・ 5図 )。

構  造  鉄筋コンクリー ト造  延床面積  4,234下 (4階-753.7ド  2階-477.3ド )

敷地面積  2,333下       谷戸城ガイダンス面積   307.5ド (全体の約25%)

建築面積   882下        歴史資料館面積      923.5T(全 体の約75%)
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(破線より右側が谷戸城ガイダンス)第 4図 谷戸城ガイダンス施設平面模式図



展示内容は大泉村内に所在する史跡金生遺跡と史跡谷戸城跡のガイダンス展示に特化することとした。 3

つの展示室は、史跡金生遺跡のガイダンスを主とした縄文時代、谷戸城成立前史と位置づけた平安時代、史

跡谷戸城財を中心とした甲斐源氏効興期から中世、という構成である。これらの展示を括る大きなテーマを

「八ケ岳南麓の風土と歴史」としている。そのため、館全体の導入部分であるエン トランスホール・オリエ

ンテーションホールでは地域の風土として八ケ岳南麓の自然環場にもふれることとした。

東側立面図

第 5図 谷戸城ガイダンス施設立面図



ガイダンス施設に関する里跡谷戸域跡調査保存整備委員会抄録

42年 5月 9日  42年度第 1回専門委員会

ガイダンス施設の必要性について指摘される。

12年 14月 44日  12年度第 3回専門委員会

既存の資料館の展示に谷戸城ガイダンスの機能も含めればよい、との意見も出される。

14年 6月 24日 第46回整備委員会

既存の資料館の展示に谷戸城ガイダンスの機能をふくめてはどうか、との意見が出されたが、スペースを

割けないため無理と固答。現時点では、用地取得を目指していると説明。

14年 14月 19日 44年度第 2回専門委員会

事業が遅れ気味であることから、事業計画の立て直しを指摘される。新計画にはガイダンス施設建設を視

野に入れた特別事業の導入を含めることとした。

平成45年 3月 に用地を取得。

平成45年 5月 19日 第18回整備委員会

ガイダンス施設建設を45年度に用地取得、46年度に設計、47～48年度で建築というスケジュールを提示し、

了承された。

平成45年 7月 44日 45年度第 2回専門委員会

ガイダンス施設の面積は約400面 であると伝える。

平成45年 8月

現資料館と中央公民館の敷地に大泉総合支所を建設するという村の方針転換により、谷戸城ガイダンス施

設と現資料館の機能を併せた施設を建設することとなった。平成16年 5月 までに建物を完成させる、という

計画となった。

平成45年 14月 19日 文化庁との協議

作業工程として16年 10月 までに建築を終了し、内装・展示工事を48年 3月 までとするように指導を受ける。

平成45年 12月 9日 第18回整備委員会及び45年度第 4圃専門委員会

各展示室のテーマについて、展示室 4で |よ金生遺跡、展示室 2では平安時代の人ヶ岳南麓の開発と牧、展

示室 3で谷戸城とすることが決まった。



第 6図 史跡谷戸城跡調査グリッド配置図 (S=1/2,000)
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年度の調節 果
本年度は城の北斜面、一の郭外lRl、 二の郭と二の郭の境界を調査対象とし、合計19の トレンチを設定した。

調査方法|よ これまでと同じく 4× 4mの トレンチを基本とし、想定される遺構の形状 範囲を確認すること

に重点を置いた。

EI路部酎 悌 7図 )

北斜lEliよ 囲の郭から北に続く斜面で、城として使われていた当時の通路をほぼ踏襲していると推演!される

道が 2本存在する。 |つ |よ 四の郵を取り巻くように整備された遊歩道、もう 4つ十よ谷戸城の北に隣接する田

地へ入るための「馬入れ」道である。昨年度の調査で、遊歩道下に東斜画へ続く空堀があり、その外狽」には

土塁のあったことが半」明した。今年度|よ 、遊歩道下の空堀がどこまで続くのかを確認するための調査である。

東斜面へ続 く空堀 (写真 1・ 2)

遊歩道上に 3つの トレンチを配置して調査を行った結果、昨年度報告した溝状遺構がこの空堀の始点とな

ることが確認された。

B乍年度に浦状遺構と空堀を発見した時、その間は約35m離れていた。この35mの間に空堀 |よ西から東ヘ

除々に深くなって東斜面に続いていく。東斜面を北から南へ進んだ空堀|よ 、その途中で東に折れて山の斜面

を分断する竪堀となって終わっている。

この空堀は、北東～東斜面と城内を分離する役害」があったと考えられるが、スロープとなるょうに掘られ

ていることは通路の機能も重視されていたことになる。しかし、この通路をたどると山を下りてしまう。東

狽」の傾斜をみると下ること|よ できても、登ること|よ困難に思える。地中探査レーダーの調査結果から|よ 、谷
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ヽ
　
　
●
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戸域の築かれている城山の外lllを北から東に囲む空堀の存在が推測されている。これが事実であれば山を

下った先も城内であり、何らかの施設があった可能性がある。谷戸城周辺遺跡の調査と合わせて、継続して

考えていきたい。

写真 1 空堀断面 (e-3-1)          写真 2 空堀調査状況 (d-2-4 東か ら)

北の城外へ続く空堀 (写真 3・ 4)

前述の馬入れ道は、北に若干開いた土塁に治うようにあり、谷のような地形から|よ埋まりきらない空堀の

跡と考えられる。調査地点は駐車場から遊歩道に入る部分にあたる。上幅500cm以上、底幅30cm、 現地表面

から底部まで|よ 200cm以上の深さがあり、壁面の勾配は約45° を汲」る薬研堀である。当初は東斜面に続く空

堀と同一のものと考えたが、方向が馬入れ道に向いていること、浦状遺構が空堀の始点となることが半」明し

たことから、】しの城外に続く空堀と判断した。

調査地点から〕し東lR14 5mほどの間|よ空堀の痕跡が消えて平坦であるが、確認された空堀の底部は〕し東が深

くなっているので、途中で上がることなくそのま患城外へ延びていると推瀾」される。また、以前の地中探査

レーダー調査で駐車場 (調査地点の西Tll)の下を東西に空堀が掘られていることが指摘されており、これに

繋がるものと考えられる。

(第 3図 。写真 5)

昨年度の地中探査レーダー調査で虎□を取り巻く空堀の存在が指摘された箇所である (第 4章参照 )。 平成

9年度の試掘調査では、土塁下に延びる空堀を確認している。現状|よ平lBで 、空堀の痕跡 |よ みられない。

写真 2 空堀調査状況 (d-2-4 東か ら)

写真 3 城外へ延びる空堀の痕跡 写真4 空堀調査状況 (j-2-3 東から)



空堀A(写真 6～ 8)

一の郭土塁に治うように掘られた空堀で、幅約250cm、 現地表面からの深さ約150cm、 壁面の勾配35° の比

較的緩やかな空堀である。この調査地点の南北でも確認され、これらと繋がると考えられる。北lllでは土塁

から離れていくようであり、南では土塁下に入っていくようである。地中探査レーダーの報告にあるような

空堀の切れる部分は見つからず、虎□をふさぐように空堀が掘られている点からは、土塁築造以前に掘られ

た空堀であると考えられる。

空堀 B(写真 6)

空堀 BIよ浅く幅の広い堀状の遺構で、空堀 Aと重複する。重複する部分の土層断面を観察すると、空堀 B

の底面にあたる高さの層 |よ硬化しており、空堀Aの底面はその下にあることから、空堀Aのほうが古いと考

えられる。この遺構は西側 (―の郭土塁側)が掘り込まれているのを確認できるのに対し、東側の立ち上が

りは|よ っきりしない。対称形で|よなく、片薬研のような形の掘り込みは帯郭で確認されている。帯郭では外

縁の上塁で掘り込みが区画されているが、この地点では区画する施設はみられない。一の郭虎□に付属する

段状の造成であるとも考えられる。

後世、この遺構の上面に|よ上が盛られている。平成40年度に初めて二の郭を調査したとき、このような層

が調査区のほぼ全面を覆っていた。その時は現代の撹乱と報告したが、一の郭虎□から二の郭へ傾斜してい

る箇所を覆って平らにしているのをみると整地層と考えることもできる。空堀 A・ Bともに自然に埋まって

から盛られた層なので、直接縄張りを変えるようなものではないにしても、最終段階でかなり大きな改修を

受けている可能性がある。

写真 5 -の郭虎口周辺現況 (北東から) 写真 6 虎口前面調査状況 (b… 5-3 北から)

写真 7 空堀 A断面 (b-5-3) 写真8 -の郭北側での空堀A検出状況 (j-3-1 東から)

10



空堀 C(写真 9・ 10)

平成 9年度の試掘調査で発見された、土塁の下に重なる掘り込みである。上幅240cm、 底幅21 0Cm、 地表面

からの深さ430cmを 波」り、虎ロヘ230cm飛び出した格好となっている。便宜的に空堀としているが、垂直に近

い傾斜で掘り込まれた空堀は、これまで城内で確認したと|よない。

土層断面を観察すると、はじめに西狽」(―の郭lRl)か ら埋まっていくが、流れ込んだ上が底部全面を覆う

与 ＼

響 / ノ

で

＼
堀A

ざ＼ヾ＼ゝ

逃

第 8図 ―の郭虎口固辺他調査区全体図 (S=1/500)



前に人為的に□―ム上で埋め戻されている。この埋土は地表面から60cmの深さでほぼ平らとなっており、整

地が目的であったと考えられる。その後、また西lRlか ら少量の上の流れ込みがあった後、その上から上を被

せるように埋上が行われている。この遺構には西側から上が流れ込んでいるが、東狽」から流れ込む土はない。

流れ込んでいる土は上層も下層も□―ム上の後に黒色上の順で、その上に埋土を行う点でも共通している。

ただ、上層の埋土 |よ黒色上の傾斜に合わせているようで、埋上の上面 |よ平坦になっていない。

このような特徴から|よ 、西狽↓に上による高い構造物があったことが推測され、周囲の状況からも土塁で

あったと考えられる。ある時期、一の郭の上塁が空堀Cの上を覆っていたが、改修により土塁を削平して虎

□を広げたということになる。また、空堀Cは空堀Aが埋まってから掘られ、すぐに埋め戻された (下層の

埋土)という状況も観察された。しかし、掘ってすぐに埋め戻した理由について|よ不明である。

土坑 (写真11)

空堀Aのすぐ東狽」で発見された。直径約4 50cmの 円形の上坑で、確認面からの深さは30cmを測る。中央に

は直径25cm、 土坑底面からの深さ4 0cmの ピットも確認された。空堀Aを挟んだ反対狽」にも同じ規模のピット

があり注目される。土坑からは内耳土器の破片と半分に割れた石臼の上臼が出上した。

おにぎり状炭化物 (写真12)

a-8-2で出上した。表面を観察すると、米のような粒が沢山集まった塊に見える。昔ここで遊んだ人の

多くに、一の郭内の上塁裾で焼米を拾った経験があり、それに関連する遺物として注目される。

写真 9 空堀 C(b-6-1 東から) 写真10 空堀 C断面

写真12 おにぎり状炭化物出土状況 (a… 8-2)写真¬ 土坑 (b-5-3 東から)
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(第 8図、写真13・ 14)

平成43年度に続く調査である。この時の調査では石列の発見と空堀が浅くなる点から、二の郭南の喰い違

い虎□であると想定した。しかし、コンクリー ト舗装の園路によって調査できない部分があったため、今回

|よその部分にしぽって調査を行った。

その結果、空堀が虎□から西側 (三の郭倒)にスロープのように低くなっている状況を確認した。東lRlの

最も浅いところから西へ340cmの間に50cm低くなっており、空堀が北へ曲がる地点までそのまま低くなりな

がら進んでtヽると現況の地形の観察から推演Jされる。

繭    (第 8図 、写真15・ 16)

今年度の整備工事で南斜面の擬木階段を撤去したので、その下部の調査を行った。撤去した階段は、前述

の二の郭南lll虎□によっすぐ登るもので、この下に|よ虎□に至る道や施設が残っている可能性があると考え

調査を行った。しかし、諸れらに関する遺構|よ確認されず、聞き取り調査では一の郭にあった八幡神社への

参道として階段設置前から使われていた道である、とのことであった。

出土遺物

一の郭・二の郭の範囲内なので、いずれの調査 トレンチからも中世の遺物が出土した。内容としては内耳

土器、かわらけが主で、その他に素焼きの甕のような破片、香炉、石臼上自、茶臼下臼等の破片、開元通寅

祥符元賞等の古銭が出上している。

写真13 調査状況 (!-9-1 西から) 写真14 トレンチ南壁断面

写真15 南斜面擬木階段撤去後 (南から) 写真16 調査状況 (南 から)
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谷戸城跡は、山梨員北巨摩郡大泉村に所在し、八ケ岳南麓の人山性の独立丘に立地している。本城跡は、

甲斐源氏の祖である逸見黒源太清光の居城とされているが、このことを確実に伝える記録|よ これまで確認さ

れていない。

当社でtよ 、谷戸城跡から出土した洪化材を中心に放射性湊素年代測定や樹種同定を継統的に実施し、年代

観や植物利用に関する資料を作成している。その結果、旧石器時代～近世までの年代値が得られるとともに、

特に谷戸城跡が存続したとされる平安時代末期～戦国時代に集中する傾向を認めている。一方、樹種同定で

は、針葉樹 3種類、広葉樹44種類が確認されている。

本報告では、今回の発掘調査で検出された遺構や堆積物中から出上した湊化材を対象に、年代観および植

物利用に関する検証や、これまでの分析成果と比較・検討するため、放射性湊素年代測定と樹種同定を実施

する。

1.試料

試料は、谷戸城跡内で確認された遺構や推積物中から採取した炭化材10点 (試料番号 1'3～ 10・ 12)で

ある。これら試料のうち、痰化材 9点 (試料番号 4・ 3・ 5～ 10・ 12)を対象に放射性疾素年代測定を実施

する。また、樹種同定は放射性疾素年代測定用試料と同一のものを対象としているため、試料が微量で分割

不可能な試料が4点 (試料 3・ 5。 9・ 42)あった。そのため、これらを除く6点 (試料 4・ 4・ 6～ 8,

10)の洪化材を対象とする。試料の詳細は、結果とともに第 1表に示す。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

放射性疾素年代測定は、株式会社加速器分析研究所の協力を得ている。なお、放射性湊素の半減期として

Libbyの半減期5,570年 を使用している。613Cの値は、加速器を用いて試料疾素の43C濃度 (13C/42C)

を測定し、標準試料PDB(白亜紀のベレムナイト類の化石)の測定値を基準として、それからのずれを計

算し、千分偏差 (‰ ,パーミル)で表したものである。今回の試料の補正年代は、この値に基づいて補正を

した年代である。

(2)樹種同定

木□ (横断面)・ 柾目 (放到断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて本材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

放射性湊素年代測定結果を第 1表に示す.。 演↓定年代値 (補正年代値)は、170～5840B Pの値が得られた。

これら年代値は、170～250B P(試料番号 3・ 5)、 530～ 670 B P(試料番号 7・ 8・ 10)、 3510～ 3740 B P

14



料
号

試
番

採取地点
樹種同定結果 測定年代

BP
補正年代
BP 西暦

地点 グリッド 採取位置詳細

1 帯郭 f-2-3 黒色上下の灰褐色土中 ク リ 5910■40BP 5810±40BP

3 帯郭 g-4-2 南壁16層 2 290± 30BP 1711± 40BP 17811± 40

4 帯郭 g-4-2 南壁16層 3 カラマツまたはトウヒ属

5 帯郭 FF~4-2 南壁 5層 420±30BP 2511± 30BP 1700± 30

6 帯郭 g-4-1 南壁 9層 ク リ 4990±40BP 5040±40BP

7 帝郭 h-4-4 南東隅土坑 マツ属複維管東亜属 530± 30BP 530■ 40BP 1420± 40

8 帯郭 g-4-3 土坑状遺構内 ヒノキ科 490±30BP 550■ 30BP 1400± 30

西～南西斜面 c-5-4 西斜面33層 3610±40BP 3510± 40BP

10 西～南西斜面 c-7-4 南西斜面 9層 マツ属複維管東亜属 640± 30BP 670±40BP 1280± 40

12 北斜面 e-2-4 土塁部分10層 3790± 30BP 3“0±40BP

1)BP年 代は、1950年 を基点として何年前であるかを示す

第 1表 放射性炭素年代測定および樹種同定結果

(試料番号 9,42)、 5040～ 5840B P(試 料番号 4・ 6)に大別できる。

は)樹種同定

樹種同定結果を第 4表に示す。湊化材の樹種|よ 、針葉樹 3種類 (カ ラマツまたは トウヒ属 ,マ ツ属複維管

束亜属・ヒノキ科)と広葉樹 4種類 (ク リ)に同定された。

4.考察

(1)年代について

谷戸城跡から確認された遺構 (土坑・土塁)や蛙積物中から出土した湊化物の年代演」定値 (補正年代値)

は170B P～5840B Pであった。各試料の年代沢↓定値を第 9図に示す。これまでに実施した湊化材の放射性

湊素年代演↓定では、MODERN～ 約35000 B Pま での年代値が得られており、特に500 B P～700 B P頃に年

代値が集中し、縄文時代 。中世・近世に年代値がまとまる傾向も確認されている。今回の分析結果でも、500

～700 B Pに相当する試料が 3点 (試料番号 7 8 40)あ り、試料番号 3・ 51よ近世～近代、試料番号 4・

6・ 9 121よ縄文時代に相当する年代が得られている。したがって、今回の分析結果は、これまでの分析結

果の傾向と一致する。

12)植物利用について

谷戸城動から出上した湊化材は、針葉樹 3種類

(カ ラマツまた|よ トウヒ属、マツ属維管束亜属、

ヒノキ狩)、 広葉樹 4種類 (ク リ)が認められた

(第 2表 )。

縄文時代の年代値が得られた試料 4 6のクリ

は、強度や耐朽性に優れた材質を有している種類

である。ただし、これらの湊化材は、進積土中か

第9図 年代測定結果の比較 (バーは誤差範囲を示す)ら出土したものが多く、遺構からの出土例は 4号

集石の石の下から得られた渓化材のみである。これまでの分析例においても、縄文時代の年代値が得られた

試料に|よクリが目立つ。したがって、現段階で|よ 、これらがどのように進積物中に取り込まれたか要因は不

明であるが、当時、周辺に見られたクリを比較的多く利用した痕跡を示している可能性がある。なお、当該

摘二年代値 [BP]
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期におけるクリの利用については、千野 (1993) 第 2表 時期別種類構成

らの分析等でクリ材の利用が多いことが指摘さ

れており、山梨県内では上北田遺跡等で縄文時

代のクリ材の確認例 (パ リノ・サーヴェイ株式

会社,4993)な どがある。当城跡における結果

|よ 、これらともよく整合する。

一方、ヒノキ科は全体的に木理が直通でDEl工

が容易であり、耐水性・防虫性に優れた有用材

である。また、マツ属複維管束亜属も松脂を多

く含むために耐水性があり、土木材などに適材

とされる種類である。これらの種類に同定された試料番号 7・ 8・ 101よ 、いずれも中世以降の年代値を示し

てtヽる。これまでの分析結果を見ても、ヒノキ科やマツ属複維管東亜属に同定された洪化材は、中世以降の

年代値を示している。これらは、進積物中や土坑・土塁などから出土しているが、取り込まれた要因は不明

である。ただし、土坑等から出土した湊化材については、燃料材の可台ヒ性がある。また、これら樹種が有す

る材質を考慮すると、構築材や土木材等に用いられたものが炭化し残存した可能性がある。

引用文献

千野裕道 (1983)縄文時代のクリと集落周辺植生 ―南関東地方を中心に―.東京都埋蔵文化財センタ ー

研究論集, I, p.25-42.

キーリC.T.・ 武藤康弘 (1982)縄文時代の年代.加藤晋平・小林達雄・藤本 強編「縄文文化の研究 4 縄

文人とその環境」, p.246-275,雄 山閣 .

パリノ・サーヴェイ株式会社 (1993)上北田遺跡から出上した疾化材および炭化種子の同定。「山梨県 北巨

摩郡白サ‖1町 上北田遺跡 県営圃場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」,p.4-5,白 州 町教

育委員会・峡北土地改良事務所 .

Stuiver,卜 1.,Reimer,P.」.,Bard,E.,自 eck,Jo W.,Burr,G.S.,Hughen,K.A.,Kromer,B.,
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河 4墾 地申
「平成14年度 谷戸城周辺遺跡地中探査レーダー調査委託報告」(抜粋)

テラ・インフォメーション・エンジエアリング

平成15年 3月 19・ 20日 にかけて実施された、地中探査レーダーによる谷戸城及びその周辺の調査報告であ

る。城内一の郭と谷戸城東狽」の田地を対象とした。

1.―の郭調査結果

―の郭虎□において堀データが収集された(第 14図上)。 ここは平成 9年度の試掘で上塁の下方へ傾斜する

地盤が確認されていて、その状況を把握するために調査したものである。堀|よ虎□を取り巻くように外狽↓に

円周状にあり、データ|よ薬研堀状の埋没形態を示している。有機性土質が整合しており、比較的自然形態で

埋没した可能性が高い。―の郭土塁との関係から、土塁ができる以前までは堀としての景観を保ったまま長

い時間を経過したちのとみられる。土塁そのものは構造が簡単で、この城の最後の段階のものと考察される

ので、土塁築造時点でこの堀は現表上の下に埋没したものとみられる。

4が今回調査の主目的となった堀の状況である。この堀が南狽↓土塁下に存在しているの|よ一部だけの可

能性がある。

北狽1で堀が上がっており、形からは虎□としての堀ともみられる。

2の堀が外狽↓の区画を形成していたとみられる。

3についてlEk不確定要素がある。

2.谷戸城周辺調査結果

今回の調査区では特異な構造性地盤のデータが求められた。この他に目立つデータ|よないので、この報告

を主に行う。

第44図下 |よ 土層の変化を積層的に表現し、浦などを力8えた再のである。土層の形からこれを前方後円墳

(赤い線で示した範囲)と した場合、以下のような考察となる。

4の溝は比較的古い。古墳が存在することがわかっていて曲がった可能性ちある。

2の溝について|よ存在がやや不確定である。

3の溝については地籍や下流部のデータからも存在の確度|よ高い。この堀は古墳の存在を無視して掘ら

れている。

この堀の開肖」段階で|よ古墳の存在|よ忘れられていた可能性もある。時代は比較的新しいと考えられる。

(43年度の調査報告で、谷戸城の北lRlを区画する東西方向の空堀に繋がるものと推瀾↓されているデータ

と同じもの)

4に示す部分 (茶色で示す範囲)で |よ 、土層は深い表現が調査地内部に食い込んでいる。前方後円墳と

考察、推測した部分である。

5の地点で(よ地籍が複雑な形態を示している。周清や堀が複雑に接触した場所と考察される。

6で |よ空洞状や何らかの塊の反射がみられる (赤い丸の部分)。 地上部にも巨石が現れていて興味が持た

れる。赤い線は古墳の全体範囲を模索したものである。現地籍線がこのような状況を残していること|よ 、

土層状況からも求められる。

18
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特殊遺構・遺物

調 査 期 間 2003年 10月 15日 ～2004年 2月 27日
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